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40

= 4× 4 × 3 + C- 32 ) ÷ ( - 8 )

= 48 +4 ETITN 今回 は TXT~ et
= nach でも Cardに

しやすかった が
、
基本は

素因数分解 が先 b

6 ×53 → 字 = ZB
= 2 はは ー

なな下 、別のか! 同じ
= 1 0B - 2B To - 2B

= NF - 2「3=8/1二
=皿、

( 別 アプローチ )

通分 → 約分の流れ
= ぼも ) × ( 一判

二 卦 (一判 - f x (一 判 (
5※ 2
ーーてっ ×ぽ )

二達人 = 必架 ×幽
= 一 (5 つ( -2 )

= -5
✗



い

① × 6 - ② 。-_-
連立方程式の計算は
途中式 が 長く なりがち

( f +f ) × 6 = 1 × 6 なので 頭の中 で
保姜文を そろえて

から 書き始めた b
2つ( -3 は = - 2で商 (

もちろん めんどうな
る = 2 を ② に代入

言十算 のとき は何倍 かを
2 つ( -6=-2 → つに 2

何回か くり返して進める
( っいは䒑、

こと は 必要 5

2017 = A ,
6 72 = b とおくと

、

d - 6ab +9 b
2

= ( A - 3 b )
2

9=2017 、 b = 6 72 を 戻して

(2017-3×672)
2

= 1
2

= 1
-

で 。
一/

大きな数 は 文字 でおく と
、

式 が 見やすく 、
変形 に

気づきやすく なる b
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ここ で nfが 2
.
5 を こえている と

詰はな = OFF = 2な 2な > 5 と なり 、 2
.
5未満

だと 2なく 5 と なり 答えが

変わってくる 。F <F <T より
1 1

2 ら (2 .
5 )を (A)

2

を 比較 する 。

1 1

F は 2
.

. . . の小数 と わかる 。
6.25>5 つまり

10

2F = 2× 2
、

. . .

< 5
.

.

.

- 4
.

- 3
.

- 2 - 1

0 > 1
.

2
.
3

. 4

i の 9 コ
-_-/

3
① y = 一 元 を かき

、

生 の 変域から F き 2.236

2 点 を とる 。
と覚え2いれば 、

ここ へ一気に進める b
- 1簿② つく座標 を求める

。郄
1 E つ( E 3
et

~ 入れ替え分
2 - 3 2 3 3 2 を すべてを 3で 割って も

Y 5 25 52 よい が
7 2772 続けて 2枚「

各位の数 の和 が
3、5 35 5 3

7 3 7 73
3 の倍数 」 に → 榿彬図 で

5- 7 57 75 なれば その数全体 は 2 - 2 の よう に

3の倍数 となる 。 は ならない。

f)
〉

を利用 。

上から順に
十の位 十 一 の位 を する と

5.7.9 8.10.1② が 12通り 中 、
千通り を

4
= j

2列 とも なので ney



台姜久 を つ( 台 と し
、
座り 方 によって 人姜久は 変わらない ことから

。

4 つ( +13 = 5つし ー 2

つ( = 15 (台 ) 実験机 = 15 台

4 × 15 t 13 - 73 (人)

"

生徒人数 = 73 人
-

360 を 素因数分解 する と
、
23×32×5 と なり

、 2巡
素姜文の 約数 は 2

、
3

.
5 の 3 コ 2 1 8

0Le.ci《 360 》 = 3 3 と
3と
2世
5

素教の約数 が 3 コ の 最小の 自然数 n を探す。

それは 、
2 × 3 × 5 = 30

-4

素因数分解後 の 式 から の 約数の 見つけ 方

② ② ②
rs

ここ から

③ ③ ⑤1gal 何個 でも取り出してよく 。

これら の教 をかけ た 本人
が 約妾久 となる 。
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(1)

A.-
2

、
D

(P ) ら
に

"
り 、 、

、
り

B し
z 魚 4

/ C
Q

四角形 PQCD の 面積 t.ci は

台形 PQ CD の 面積 な ので
、

y = ( AD + QC ) × DQ × I
( AB ) y = b

= (2+4)×2 × j = 6 int

P
(2)
A •

1
、 D ( 1 ) 同様に y = ( け 3 )× 2 × I

= 4

→
B QR 3 )

C



(3) (i) 0 E 2 E 2

A ・K D y = ( つけ ( 6→い) × 2× t
= 6
→

B し
、
魚

6 - x
/ C

(ii) 2€ つ( E 4

•
五 千一つ( ヾ ※ 1○ る = {(4-2)+(6-2)} × 2

A
= 1 0 - 2つ(

B ' x RG -NC

※ 1〇 千 水 の説明

A
「
2

-_-
'
D ほしいの は 一 の部分 の 長さ

9 なので AD往復 の 4cm
つ( cm の移動
( 一、 ) から 外 を 引くと 求まる

。

(iii) 4 E つ( E 6

y = {(71-4)+(6-71)} × 2生

A
;

た4 " 'B
= 2

※ 2○ ス -4 の 説明
B し っ、 櫐 、

' C 移動した 3( cmから

6 一つ( AD往復分の 4cm Sin

を 引く と 求まる 。



(3) の続き

(i) 0 E KE 2 y = 6

(ii) 2 EXE 4 y = 10 - 2水 を グラフに表す。

(iii) 4 EXE 6 y = 2

y
(i) (iii) を かい て

6 一 間 を 結ぶと完成 !

-・ 面積は いきなり 変化

4 ー しないので 一本の線
で つながっ2いるから

。8
•よう

2 ー

、1 4 6

(4) y が もとの 台形 の面積 の 方 になる ので

= (2+6)×2XI = 8 その 方 なので ま
お 事 になるときの 外 を 求めればよいので

y = 1 0- 2つ( に お事 を代入 し 、 水 =

→

(3) から 解く と 、 ( 1 ) ( 2 ) は その具体例

なので 時短 になる b

-0 これ は 、 ( 1 ) (2) で やる こと と 、 (3) で

やること が 同じ くり返し の場合 に 有交カ 」
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① FE の 中心 角 = 38 × 2 = 6 0
0 /

その 周り の 角 は 360260た 300
°

- o
300

°

② 300な 国 の 中心角 である 。 ①③

( B . C . Dを含む側の ) 、

っ 、
③ これ の 千等分 に対する 中心再が 3 00 0

なので 2 等分 の 中心角 は半分 の 1 5 0
°

(か) 等分問題 は

④ 死 の 中心再 が 158 なので 円周角 も
「 中心角 」 から考える !

は 75
°

.org

一
回
T。

_

4
-_- ま

① 方針○
△ ABE ↳ △ DEG の BE : GE から 答えへ 。

☒ AE : ED = 阿 こ より
△ ABE △ DEG で

BC = D + D = ③ BE : GE = AE : DE

△ FBC い △ FE A は = 2 : 1 ・ ・ ・ (必 )

FB i FE = BC : EA BE = BF + FE
z。

二 国 i なので = 4 +J =

J なので

FE = 4 ×る =ま (※ ) より EG = が ÷2 = f
et



が 一

☒ AE = BC = D : 回 より こ
国
Y ☐

1

AF = FC = △2 : ③ なので
②
JT

事

△ ABF の 面積 比 を ⑧
5

4 ③

とすると
、
△ FBC は ⑧ となる

。
阿

④ 平行四辺形 の 対角線 AC は

平行四辺形 の 面積 を 半分 に するので

平行四辺形 の 面積比 は △ ABC の ⑧ t ③ = ⑤ の 2倍 で 1 0〇〇

以上 より △ABF : 平行四辺形 = 2:10 FI倍
-_-11



① ACを含む 直再三角形 を

見つける 。

△ ABC で 三平方 を 用いる 。

t

4
A C = ABTBCZFTTT = 52+42かいい = FI

A \
5
/ B

Ai

②
方針 1〇 三G を △ EFG の 三平方 で 求め て

、

△ E CG で EG と CG から CE を 求める。

それ を 一 つ の 式 で 表すと 、

EC = AEFTTFGZTTCGZTL = 5
2 +42+32inch =

✗

③ 方針〇 直再三月形 EDC の 面積 を

2 通り で 表す 。 ( 底辺 ×高さ × I の利用 )

ED × DC × I = EC x DI x t
5 × 5 × I = 5た x DI x I

25 = 5TDI
25

DI =
T

=

5た

-✗



頂点 から の 切断面 で 考える と、

下図 になる 。

1
E

③
-5

H

④ が
3③※

① 球 の 中心 を ○ と する と 、 ④ △ EGO s △ EBF

形圣 は どこ でも等しい ので 相似比 は

OB = 0 A = 5 EHi EF = GH = BF

5 i 8 = GH i 4

② △ 0BF で 三平方 を用い て 8GH = 20

OF = 3 GH = j

③ EF = 8 なので ⑤ はみ出す 円錐 の体積 は
OE = 8- 3 = 5

で × 兀 × 5 × j
1

=

た
はた

5

THE
=

5


